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平成28年度　NICTサイエンスクラウド利用報告書
　(Ver.1.0　2017/4/1)
　本報告書は、研究プロジェクトの年度単位の利用報告ならびに最終成果報告をNICTサイエンスクラウド事務局に提出するためのものです。研究代表者はNICTサイエンスクラウドWebをよくお読みいただき、本報告書を指定の期日までにNICTサイエンスクラウド事務局（osn-system@ml.nict.go.jp）までご提出ください。
報告の内容は、NICTサイエンスクラウドのWebサイト上にて公開させていただく予定です。
平成２９年 
国立研究開発法人 情報通信研究機構
NICTサイエンスクラウド事務局 宛
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申請種別「年度利用報告」の場合は、P.1 ～P.3 をご記入ください。
申請種別「最終成果報告」の場合は、全ページをご記入ください。
NICTサイエンスクラウド利用報告
	研究タイトル
(プロジェクト名)
	


	研究概要
（現在ご登録いただいている内容です。変更がある場合は、研究プロジェクト申請書で申請してください。）

	


研究代表者
	氏名
	

	所属
	

	サイエンスクラウドID
	

	電子メールアドレス
	

	緊急連絡先（電話番号・複数可）
	


NICTサイエンスクラウド年度利用報告（平成28年 4月 1日 ～ 平成29年 3月31日）
	研究の進捗報告
＜公開URL：http://sc-web.nict.go.jp/sc_reportyear.html＞
図を1点以上入れて、研究の進捗を分かりやすく説明して下さい。行が不足する場合は、行またはページを追加して記述してください。

	


論文リスト(平成28年度分)（NICTサイエンスクラウドWebサイトで公開致しますのでご承知おきください。＜公開URL：http://sc-web.nict.go.jp/sc_collabores.html＞　NICTサイエンスクラウドを利用して挙げた成果は赤字で記入してください。行が不足する場合は、行を追加して記述してください。）
	学術論文

	例）この行は削除してください。

Murata, K. T., Watari, S., Nagatsuma, T., Kunitake, M., Watanabe, H., Yamamoto, K., Kubota, Y., Kato, H., Tsugawa, T., Ukawa, K., Muranaga, K., Kimura, E., Tatebe, O., Fukazawa, K., Murayama, Y., A Science Cloud for Data Intensive Sciences, Data Science Journal, Vol. 12, pp. WDS139-WDS146, 2013.
	査読
	有 ・ 無

	
	査読
	有 ・ 無

	
	査読
	有 ・ 無

	
	査読
	有 ・ 無

	小論文・学術解説・プロシーディング・その他

	
	査読
	有 ・ 無

	
	査読
	有 ・ 無

	
	査読
	有 ・ 無

	国際学会発表

	
	査読
	有 ・ 無

	
	査読
	有 ・ 無

	
	査読
	有 ・ 無

	その他

	
	査読
	有 ・ 無

	
	査読
	有 ・ 無


NICTサイエンスクラウド最終成果報告
	研究成果概要（どのような成果を得られたのか、図表などを使用し、分かりやすく説明して下さい。行が不足する場合は、行を追加して記述してください。）

	

	研究方法と利用効果（研究成果を達成するために、NICTサイエンスクラウドの活用方法ならびに研究で利用した計算機環境の仕様を分かりやすく記述して下さい。NICTサイエンスクラウドの利用で得られたメリットも明記して下さい。課題や要望もありましたら、記述して下さい。行が不足する場合は、行を追加して記述してください。）

	



最終成果報告時のみ必須





最終成果報告時のみ必須
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